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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
育
つ
小
平

へ
」
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
市

の
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・

生
徒
に
は
、
そ
の
時
点
で
最
も
的
確
な

支
援
が
必
要
で
す
。
市
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
び
の
場
に
お
い
て
特
別
支
援
教

育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

 
【
知
的
障
が
い
特
別
支
援
学
級
】

　

一
人
一
人
の
児
童
・
生
徒
に
合
わ
せ

て
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
、
自
分

で
行
動
す
る
力
の
育
成
、
社
会
生
活
に

必
要
と
さ
れ
る
知
識
、
態
度
、
技
能
を

身
に
付
け
る
指
導
を
行
い
ま
す
。
こ
の

他
に
、
通
常
学
級
の
児
童
・
生
徒
や
地

域
と
の
交
流
を
通
し
た
学
習
を
進
め
て

い
ま
す
。

【
通
級
指
導
学
級
】

　

小
・
中
学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
障
が
い
が
軽
度
の
児
童
・
生
徒

に
対
し
て
、
各
教
科
な
ど
の
学
習
を
通

常
学
級
で
行
い
な
が
ら
、
障
が
い
に
応

じ
た
特
別
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
市
で

は
、
中
学
校
で
情
緒
障
が
い
な
ど
の
生

①知的障がい特別支援学級
　一小、二小、四小、五小、九小、十二小
　一中、二中、三中、五中、花小金井南中

②通級指導
　二小（きこえとことば）、四中、上水中
③特別支援教室
　小学校全校
　中学校は平成33年度までに設置

学級担任や授業担当者が通常学級で対応
専門家の助言を受けながら通常学級
専門スタッフを配置して通常学級
通級による指導（特別支援教室）

特別支援学級
特別支援学校

④専門スタッフ
　介助員
　特別支援教育支援員

⑤専門家
　スクールカウンセラー等

⑥通常学級での対応
　教室環境の工夫等

児童・生徒の実態
や変容に応じた学
びの場

徒
を
対
象
と
し
た
指
導
と
、
小
学
校
で

難
聴
・
言
語
障
が
い
の
児
童
を
対
象
と

し
た
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室
」
で

の
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
特
別
支
援
教
室
】

　

発
達
障
が
い
な
ど
で
特
別
な
支
援
が

必
要
な
児
童
に
対
し
て
、
教
員
が
巡
回

し
て
指
導
を
行
い
ま
す
。
通
常
学
級
に

在
籍
し
な
が
ら
、
校
内
の
特
別
支
援
教

室
に
て
、
個
別
指
導
や
グ
ル
ー
プ
指
導

を
行
い
ま
す
。

【
通
常
学
級
】

　

通
常
学
級
で
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、
介
助

員
や
特
別
支
援
教
育
支
援
員
な
ど
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
支
援
を
行
っ
た
り
、
学

級
担
任
や
授
業
担
当
者
が
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
臨
床
発
達
心
理
士
な
ど

か
ら
専
門
的
な
助
言
を
受
け
て
支
援
を

行
い
ま
す
。　

【
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
】

　

市
で
は
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
・
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
児
童
・
生
徒
が
、
授
業
に
集
中
し
、

見
通
し
を
も
っ
て
学
習
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
授
業
の
流
れ
を
書
い
て

見
通
し
を
も
っ
て
学
習
で
き
る
よ
う
に

し
た
り
、
タ
イ
マ
ー
を
活
用
し
て
、
活

動
時
間
を
わ
か
り
や
す
く
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
特
に
黒
板
ま
わ
り
の

掲
示
物
を
整
理
す
る
な
ど
、
教
室
環
境

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

児
童
・
生
徒
一
人
一
人
が
安
心
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教
室
の
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
、
中
学
校
へ

３１

就
学
す
る
に
あ
た
り
、
心
身
に
障
が
い
の

心
配
が
あ
り
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
お
子
さ
ん
の
就
学
先
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
、
適
切
な
就
学
を
支
援
し
ま
す
。

相
談
対
象
者

▽
市
立
小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級
ま
た

は
都
立
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
、
特

別
支
援
教
室
へ
入
室
を
お
考
え
の
保
護

者
▽
現
在
、
お
子
さ
ん
が
身
体
的
理
由
で
就

学
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
て
い
て
、

平
成　

年
４
月
か
ら
の
就
学
を
お
考
え

３１

の
保
護
者

申
込
み　

７
月　

日
（
金
）
ま
で
に
問
合

２０

せ
先
へ

問
合
せ　

学
務
課
就
学
相
談
室

　

☎　

（
３
４
６
）
９
５
９
３

０４２
平
成

年
度
就

平
成　

年
度
就
学学

３１３１

特
別
支
援
学

特
別
支
援
学
級級
・・
学
校
な
ど

学
校
な
ど

就
学
相

就
学
相
談談

地域全体で子どもたちを育む小平へ

　保護者の皆さんに納めていただく給食費は、食材の購入にあてられていま
す。そのため、未納付が多くなると、食材の購入や献立内容にも影響があり
ますので、給食費の計画的な納入にご協力をお願いします。 〈学務課〉

給食費の納め忘れはありませんか

　教育相談室では、市内の児童・生徒のいじめや不登校に関する電話相談を受け
付けます。どんな小さなことでも結構です。お気軽にご相談ください。
と　き　６月２３日（土）　午前９時〜午後４時３０分
問合せ　小平市教育相談室　☎０４２（３４３）９４１１

いじめに関する土曜電話相談

　市では、学校と地域の連携・協働により、地域全体で子どもたちを育む体制づくりを進
めています。地域の方や保護者の皆さんが、「学校サポーター」の一員として、さまざま
な活動を展開しています。

放課後子ども教室学校支援学校名
近藤　京子宮本　真紀一小
高良　惠子保坂　明子二小

甲斐　圭美五十嵐　直子
都島　真理三小

下村　咲子岸　　國男
濵村　美紀子四小

羽下　明美北村　明美
山田　　円五小

大瀧　幸子肥沼　宏子
佐々木　順子六小

福田　美千代岩川　妙子
松本　菜水江七小

井戸　雅子山口　圭子
山崎　万利子八小

百瀬　裕子坂田　智子
百瀬　裕子九小

今村　泰子今村　泰子
小野　玲子十小

小寺　浩子大場　志のぶ
櫻井　清子十一小

養田　早苗澤井　浩子
養田　早苗十二小

豊田　清佳寺戸　有子
吉永　実穂十三小

学校支援・放課後子ども教室・放課後学習教室のコーディネーターを紹介します！
　学校支援コーディネーターは、学校と学校支援ボランティアとの連絡調整や、学校
のニーズに応じた教育人材のコーディネートなどを行っています。
　放課後子ども教室（小学校）・放課後学習教室（中学校）のコーディネーターは、
各学校区の放課後子ども教室実行委員会の代表として、教室実施の総合的な連絡調整
役を担っています。
　どちらも、教育委員会の委嘱・依頼により、地域の子どもたちの学びや体験の場の
充実のため活動しています。
問合せ　地域学習支援課　☎042（346）9834

授業のアシスタント、実技の
補助などの学習支援

■学校支援ボランティア
　各小・中学校では、ボランティアの皆さんがいろいろな
場面で活躍しています。

■放課後子ども教室（小学校）
　地域の方々の企画・運営により、全小学校で、子どもたち
の安全・安心な居場所として開設しています。
　教室の内容は各学校区により、学習、伝統文化体験、スポ
ーツ、音楽などさまざまです。
　学童クラブと連携し、学童クラブの子どもたちも参加できます。
■放課後学習教室（中学校）
　地域の方々による学習支援として、放課後や週末、長期休
業期間中などに、補習やテスト前の学習、検定対策などの教
室を開設しています。

読み聞かせや図書室の整備な
どの図書活動支援

花壇の整備などの環境支援

廣瀬　理恵子菅野　成美
廣瀬　理恵子十四小

村﨑　惠子片岡　洋子
村﨑　惠子十五小

粟野　祐美撫養　英子
渡部　真弓花小金井小

石山　ちよみ磯貝　京子鈴木小

木村　松子河北　真弓
込戸　花織学園東小

石破　正恵菊地　ゆみ
羽根田　厚子上宿小

放課後学習教室学校支援学校名

布　昭子布　　昭子
保坂　明子一中

藤川　喜久男寺戸　有子
布　　昭子二中

大室　なごみ
北村　明美三中

今村　泰子今村　泰子
永坂　るり子四中

毛利　弘美五中

櫻井　清子櫻井　清子
東宮　聡子六中

吉岡　則子髙橋　雅子上水中
杉谷　さつき
髙橋　良枝

花小金井南
中
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　教員の長時間勤務の常態化が社会的にも大きな
関心を集める中、教員の業務負担の軽減を図り、
教員一人一人が心身ともに健康を保ち、やりがい
をもって職務に従事できる環境を整備することは
重要な課題となっています。
　そこで、教員の業務負担軽減の取組の一環とし
て、市立小・中学校に留守番電話を
導入しました。
　保護者・地域の皆さまにおかれま
しては、本件の趣旨につきまして、
何卒ご理解・ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。 〈指導課〉

留守番電話による応答時間
小学校：午後６時か
ら翌朝７時３０分まで平日 中学校：午後７時か
ら翌朝７時３０分まで
終日※１土曜・日曜・祝日等
正規の勤務時間※２
を除く時間帯長期休業期間中

終日
年末年始・夏季休
業期間中の学校休
業日・振替休日
※１　授業や学校行事などを実施する場合

は、この限りではありません。
※２　原則として午前８時１５分から午後４時

４５分まで。学校によって多少前後する
場合があります。

お願いします。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と

育
つ
小
平
へ
～
小
平
市
の
特
別
支
援
教
育
～

（学校順・五十音順・敬称略）学校支援・放課後子ども教室・放課後学習教室コーディネーター

登下校や社会科見学、遠足
などの見守り支援


